
気
学
で
は
午
六
月

六
月
五
日
（
芒
種
）
節
入
り

ア

天
道破

生
気気

学
で
は
未
七
月

七
月
七
日
（
小
暑
）
節
入
り

生
気

ア破

天
道

六
月
筮
ー
火
山
旅
の
九
三

七
月
筮
ー
風
天
小
畜
の
九
三

六
月
は
艮
宮
で
運
気
の
流

れ
が
変
わ
り
や
す
く
慎
重
に
。

家
庭
・
親
戚
の
問
題
は
我
を

張
ら
ず
柔
軟
方
針
。
批
判
や

嫌
味
は
上
手
に
聞
き
流
す
、

外
出
先
の
動
き
は
油
断
し
な

い
で
守
り
を
固
め
る
。
の
ど

風
邪
、
胸
部
、
肩
腰
痛
用
心
。

七
月
は
予
定
の
処
理
と
目

標
を
高
く
進
め
る
。
先
見
の

明
を
示
す
計
画
案
、
知
識
を

求
め
て
の
活
動
吉
。
カ
ー
ド

類
と
書
類
保
管
に
留
意
、
愛

情
面
は
情
熱
的
。
体
は
口
腔

と
歯
、
頭
痛
、
心
臓
と
血
圧
。

六
月
筮
ー
風
山
漸
の
九
三

七
月
筮
ー
火
風
鼎
の
九
三

六
月
は
前
月
か
ら
の
問
題

の
継
続
。
仕
事
は
丁
寧
に
能

力
を
表
わ
す
。
家
庭
は
対
話

不
足
を
補
い
金
銭
出
入
り
の

節
度
を
保
つ
こ
と
。
対
人
面

は
前
半
不
快
、
後
半
安
ら
ぐ

が
感
情
高
ぶ
ら
ず
に
。
血
行

圧
、
頸
椎
背
柱
、
歯
痛
な
ど
。

七
月
は
諸
事
急
が
ず
に
漸

進
。
次
の
布
石
（
予
定
）
を

打
つ
。
家
族
へ
愛
の
心
遣
い

と
親
子
和
ら
ぎ
が
大
切
。
意

地
張
ら
ず
我
慢
の
角
。
大
き

く
狙
わ
ず
目
標
手
堅
く
。
足

腰
、
消
化
不
良
、
疲
労
停
滞
。

六
月
筮
ー
火
山
旅
の
上
九

七
月
筮
ー
雷
地
予
の
六
五

六
月
は
坎
宮
で
破
れ
が
付

く
、
自
重
運
で
守
り
を
固
め

る
。
気
楽
さ
が
良
く
無
理
を

し
な
い
。
予
定
変
更
や
交
渉

人
事
に
誤
解
用
心
。
身
辺
の

軽
率
な
行
動
は
失
敗
の
も
と

忘
れ
物
と
散
財
あ
り
。
足
腰

ス
ト
レ
ス
、
腎
泌
尿
や
怪
我
。

七
月
は
小
事
吉
、
地
道
な

努
力
が
実
を
結
ぶ
。
誰
に
で

も
優
し
く
親
切
さ
で
好
評
。

仕
事
は
段
取
り
上
手
な
処
理

を
。
金
銭
は
細
か
く
目
を
通

す
。
愛
情
の
絆
は
強
い
糸
。

胃
腸
、
睡
眠
、
結
滞
と
疲
労
。

六
月
筮
ー
雷
沢
帰
妹
の
九
四

七
月
筮
ー
地
風
升
の
六
五

公
私
に
平
穏
さ
と
安
定
を

求
め
る
。
体
裁
よ
り
中
味
が

大
切
。
交
際
面
は
飾
ら
ず
素

朴
さ
で
い
く
。
家
事
と
雑
用

軽
く
み
な
い
で
処
理
、
金
銭

貸
借
や
投
資
不
調
。
家
庭
用

品
の
老
朽
化
に
修
理
を
。
発

汗
と
脱
水
、
胸
ム
カ
、
動
悸
。

七
月
は
気
分
一
新
で
運
は

前
向
き
新
し
い
出
会
い
あ
り
。

気
掛
り
問
題
は
ゆ
っ
く
り
解

決
。
愛
情
ひ
ね
く
れ
ず
仲
直

り
。
仕
事
や
収
支
金
手
早
く

判
断
。
過
重
の
責
任
さ
け
る
。

風
邪
、
皮
膚
、
神
経
、
関
節
。

六
月
筮
ー
山
火
賁
の
初
九

七
月
筮
ー
沢
雷
随
の
九
五

六
月
に
な
り
最
近
の
疲
憊

か
ら
好
転
。
目
標
へ
意
欲
的

に
進
め
る
。
予
定
や
企
画
案

に
取
り
組
み
具
体
案
を
。
時

に
早
逃
げ
の
手
あ
り
。
電
子

通
信
機
の
購
入
は
高
く
付
く

若
さ
と
顔
で
押
し
て
み
る
。

胃
と
肝
、
視
力
と
体
力
疲
れ
。

七
月
は
願
い
事
達
成
は
近

く
努
力
は
実
を
結
ぶ
。
人
に

合
縁
あ
れ
ば
愛
縁
も
あ
り
。

何
事
も
出
過
ぎ
ず
腰
低
く
し

て
吉
。
中
旬
頃
か
ら
実
績
伸

び
る
が
支
出
も
多
い
。
の
ど

風
邪
、
気
疲
れ
頭
痛
、
腰
板
。

六
月
筮
ー
雷
火
豊
の
六
二

七
月
筮
ー
風
天
小
畜
の
九
三

幸
運
へ
の
流
れ
が
あ
り
成

果
を
期
待
、
ど
ん
な
問
題
で

も
信
頼
が
あ
れ
ば
安
心
。
腕

を
誇
り
我
が
出
る
と
口
論
な

ど
注
意
。
利
殖
情
報
に
面
白

さ
と
変
わ
ら
ぬ
愛
の
心
が
宝
。

消
化
や
血
行
、
節
々
の
不
調
。

七
月
は
な
る
べ
く
自
重
し

過
信
を
し
な
い
。
家
庭
の
内

外
に
和
を
保
つ
。
交
際
は
注

目
の
マ
ト
言
動
注
意
。
中
宮

で
吉
凶
含
み
あ
り
腐
れ
縁
を

避
け
る
。
実
力
の
場
は
下
旬

多
忙
の
中
に
蓄
財
心
掛
け
る
。

胃
腸
も
た
れ
、
腰
と
下
腹
部
。

六
月
筮
ー
水
地
比
の
六
四

七
月
筮
ー
山
天
大
畜
の
六
四

平
穏
さ
が
続
く
が
公
私
に

油
断
が
出
や
す
い
。
六
月
は

対
人
関
係
で
不
和
不
備
の
種

を
蒔
く
。
仕
事
量
は
多
く
処

理
に
骨
折
る
と
き
。
体
調
管

理
が
必
要
で
大
盤
振
舞
と
見

栄
張
り
な
ど
無
駄
骨
さ
け
る
。

体
質
変
化
、
生
活
習
慣
改
善
。

七
月
は
多
忙
で
む
り
を
し

や
す
い
。
生
活
を
節
制
し
て

安
定
を
図
る
。
頼
ま
れ
事
で

安
請
合
は
禁
物
。
調
子
に
乗

ら
ず
円
満
に
対
処
。
資
金
繰

り
投
資
話
し
は
慎
重
に
待
つ

過
労
、
頭
痛
、
歯
と
胃
な
ど
。

六
月
筮
ー
山
水
蒙
の
六
四

七
月
筮
ー
山
地
剝
の
六
二

六
月
は
積
極
方
針
で
臨
み

実
力
を
表
わ
す
チ
ャ
ン
ス
。

交
渉
事
や
取
引
条
件
は
簡
単

に
進
ま
ず
、
経
費
や
家
計
費

で
過
重
出
費
あ
る
が
収
入
源

あ
り
。
各
種
の
勉
強
や
専
門

知
識
の
習
得
、
奉
仕
な
ど
吉
。

過
労
と
風
邪
、
心
臓
と
肺
系
。

七
月
は
幸
運
で
社
交
面
に

悦
こ
び
と
良
縁
、
自
分
に
な

い
も
の
を
得
る
。
家
庭
に
活

気
が
あ
る
の
で
若
返
る
楽
し

さ
。
相
手
側
の
話
に
無
理
が

あ
り
書
類
な
ど
慎
重
判
断
を
。

口
腔
と
歯
、
視
力
、
打
撲
痛
。

六
月
筮
ー
沢
山
咸
の
九
三

七
月
筮
ー
風
沢
中
孚
の
六
四

何
事
も
や
り
過
ぎ
て
損
を

す
る
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
の
方
針
。
重
要
な
問
題
は

助
言
を
得
て
安
全
対
策
。
言

葉
か
ら
誤
解
や
不
祥
事
が
生

じ
る
の
で
注
意
。
ト
ラ
ブ
ル

さ
け
て
柔
軟
姿
勢
が
大
切
。

口
腔
、
気
管
、
胃
肝
、
怪
我
。

七
月
は
公
私
に
わ
た
り
慎

重
に
攻
め
よ
り
守
り
を
固
め

る
。
仕
事
は
伸
び
悩
み
、
家

事
家
財
の
整
理
、
思
い
や
り

の
愛
情
で
仲
直
り
、
交
際
面

は
和
し
て
喜
こ
ぶ
、
金
運
は

貯
蓄
型
で
有
益
。
体
調
管
理

で
疲
労
、
足
腰
、
鼻
炎
皮
膚
。

福
田

有
宵

第５７号 有 宵 会 だ よ り 平成２５年５月吉日

第57号
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特定非営利活動法人
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九
星
と
易
断
に
よ
る

六
月
・
七
月
の
運
勢

６ ２ ４

５ ７ ９

１ ３ ８

５ １ ３

４ ６ ８

９ ２ ７

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢



三
月
二
十
三
日
（
土
）
足

立
区
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
岳
易
館
・

有
宵
会
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
佐
藤
宗
昡
先
生
の
司

会
進
行
の
元
、
福
田
有
宵
先

生
に
よ
る
『
ズ
バ
リ
！
病
気

は
手
で
わ
か
る
』
第
三
回
目

の
ご
講
演
で
す
。
福
田
先
生

に
よ
る
大
変
わ
か
り
や
す
い

解
説
が
好
評
を
博
し
て
お
り

ま
す
『
ズ
バ
リ
！
』
シ
リ
ー

ズ
の
ご
講
演
も
い
よ
い
よ
最

終
回
と
な
り
ま
し
た
。

『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手
で

わ
か
る
』
ご
講
演

福
田

有
宵
先
生

手
相
は
、
人
相
と
並
び
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
占
術
で
す
。
人
間
の

頭
脳
は
、
首
か
ら
頭
の
部
分

に
関
係
し
、
様
々
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
大

脳
の
神
経
は
手
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、
頭
脳
の
情

報
が
即
座
に
手
相
に
も
反
映

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人

の
状
態
を
表
す
部
分
（
線
・

丘
・
爪
・
色
・
手
の
弾
力
）

に
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
医
学
は
常
に
進
歩
し
、

日
々
発
展
し
て
い
ま
す
。
手

相
に
よ
る
判
断
も
知
識
の
深

化
と
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
研
究
を
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
福
田
先
生
に
よ
る
手
相

三
位
一
体
の
鑑
定
法
・

実
践
編
】

（
一
）
胃
疾
患
の
鑑
定
例

鑑
定
部
位
：
①
生
命
線
（
生

命
線
の
起
点
）
↓
②
木
星
丘
・

第
一
火
星
丘
↓
③
食
指

三
箇
所
に
飴
色
や
茶
色
に
変

化
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
。

食
指
（
人
差
し
指
）
は
、
栄

養
器
官
を
表
し
ま
す
。
胃
・

肝
機
能
・
胆
の
う
・
膵
臓
・

消
化
器
系
統
な
ど
。
暴
飲
暴

食
を
す
る
と
食
指
が
硬
直
し

ま
す
。
胃
を
痛
め
て
い
る
時

は
、
胆
の
う
に
も
影
響
し
て

い
る
事
が
多
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
右
手
の
食
指
は
肝
臓

を
表
し
、
左
手
の
食
指
は
胃

を
表
し
ま
す
。
総
合
的
な
判

断
は
、
常
に
、
指
・
丘
・
線

の
三
箇
所
＝
三
位
一
体
で
判

断
し
ま
す
。

（
二
）
「
循
環
器
・
心
臓
疾

患
の
鑑
定
例
」

鑑
定
部
位
：
①
感
情
線
↓
②

土
星
丘
↓
③
中
指

中
指
は
、
循
環
器
系
統
・
心

臓
・
血
管
を
表
し
ま
す
。
三

大
線
で
は
感
情
線
の
符
号
や

島
、
線
の
状
態
を
見
て
い
き

ま
す
。

（
三
）
視
力
疾
患
の
鑑
定
例

鑑
定
部
位
：
①
感
情
線
（
太

陽
丘
直
下
の
感
情
線
）
↓
②

太
陽
丘
↓
③
無
名
指

無
名
指
：
神
経
系
統
を
表
し

ま
す
が
、
特
に
視
神
経
や
視

力
は
顕
著
に
表
れ
ま
す
。
視

力
に
異
常
が
あ
る
と
無
名
指

に
痛
み
を
感
じ
る
事
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
、
太
陽
丘
の

色
、
太
陽
丘
直
下
に
あ
る
感

情
線
に
島
や
符
号
が
あ
る
か
、

線
が
よ
じ
れ
て
い
る
か
等
の

状
態
を
見
て
い
き
ま
す
。
年

齢
的
な
症
状
と
し
て
、
白
内

障
や
緑
内
障
等
を
判
断
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

九
紫
火
星
の
象
意
か
ら
、
心

臓
・
乳
房
・
血
液
な
ど
も
関

係
し
て
き
ま
す
。

（
四
）
大
腸
疾
患
の
鑑
定
例

鑑
定
部
位
：
①
生
命
線
の
下

１
／
３
部
分
↓
②
頭
脳
線
↓

②
金
星
帯
・
健
康
線

頭
脳
線
は
、
生
命
線
が
「
体

を
管
理
し
よ
う
」
と
い
う
意

志
を
示
す
重
要
な
線
で
あ
り
、

手
相
三
大
線
の
中
で
も
特
に

重
要
視
し
ま
す
。

◆
『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手

で
わ
か
る
』
（
生
命
線
で

わ
か
る
病
気
・
解
説
）

「
鎖
状
の
生
命
線
を
持
っ

て
い
る
人
は
慢
性
病
に
悩

ま
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
」

生
命
線
は
、
健
康
・
長
寿
を

判
断
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い

線
で
あ
り
、
現
在
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
表
す
線
で
す
。

ま
た
、
体
で
は
消
化
器
系
統

を
表
す
線
に
な
り
ま
す
。
流

年
法
を
用
い
て
判
断
す
る
場

合
は
、
該
当
す
る
年
代
の
線

が
ど
の
よ
う
な
幅
や
色
で
あ

る
か
を
見
て
い
き
ま
す
。
運

が
良
い
場
合
は
色
艶
も
よ
く
、

若
干
幅
広
く
深
い
線
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の

長
寿
時
代
を
鑑
み
て
十
年
程

度
の
年
齢
幅
を
研
究
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

鎖
状
の
生
命
線
が
現
れ
る
と
、

慢
性
病
の
中
で
も
消
化
器
系

の
病
気
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

手
型
で
は
、
尖
頭
型
と
円
錐

型
の
一
部
で
胃
下
垂
の
症
状

が
見
ら
れ
ま
す
。

「
気
力
や
体
力
の
減
退
感

に
悩
む
時
は
生
命
線
に
沿
っ

て
斑
点
が
多
数
現
れ
る
」

生
命
線
に
沿
っ
て
小
さ
な
斑

点
が
現
れ
た
時
は
、
生
命
力

の
減
退
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

生
命
線
の
上
部
に
斑
点
が
現

れ
た
場
合
は
、
胆
の
う
・
肝

機
能
に
、
生
命
線
の
中
間
地

点
で
あ
れ
ば
小
腸
に
、
生
命

線
の
下
部
に
斑
点
が
現
れ
た

場
合
は
、
大
腸
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

小
腸
は
大
脳
と
直
結
し
て
い

ま
す
。
大
脳
と
関
係
す
る
循

環
器
系
統
、
す
な
わ
ち
土
星

丘
と
太
陽
丘
が
ど
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
か
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
蒙
色

（
グ
レ
ー
色
・
茶
色
）
が
現

れ
た
場
合
は
、
小
腸
・
大
腸

に
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
神
経

障
害
が
あ
る
か
の
判
断
も
必

要
で
す
。
神
経
障
害
の
判
断

は
、
無
名
指
と
太
陽
丘
を
併

せ
て
見
て
い
き
ま
す
。

「
生
命
線
の
枝
線
と
健
康

線
の
下
部
に
島
紋
が
出
て

き
た
ら
生
殖
器
の
ガ
ン
が

心
配
」

慢
性
病
の
状
態
は
、
健
康

線
に
現
れ
ま
す
。
生
命
線
の

下
部
に
当
た
る
部
分
は
大
腸
・

直
腸
・
肛
門
に
な
り
ま
す
。

生
命
線
の
最
下
部
（
枝
線
）

の
島
紋
（
円
形
や
楕
円
、
変

形
楕
円
等
）
は
、
慢
性
胃
炎

や
腸
炎
を
疑
い
ま
す
。
次
に
、

健
康
線
の
島
紋
で
あ
れ
ば
、

生
命
線
側
は
消
化
器
系
統
に

問
題
が
生
じ
、
水
星
丘
に
向

か
う
健
康
線
上
部
の
島
紋
は
、

呼
吸
器
系
統
に
問
題
が
あ
る

と
判
断
し
ま
す
。

「
生
命
線
が
短
く
斑
点
ま

た
は
黒
点
で
終
わ
っ
て
い

る
人
は
些
細
な
病
気
が
命

取
り
に
」

生
命
線
の
長
さ
を
見
る
時
に

は
左
右
の
手
を
見
る
よ
う
に

し
ま
す
。
生
命
線
が
短
い
と

大
変
気
に
な
り
ま
す
が
、
線

が
短
い
と
い
う
だ
け
で
直
ち

に
悪
い
と
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
生
命
線
の
内
側
に
副

生
命
線
の
存
在
が
あ
る
か
、

姉
妹
線
が
あ
る
か
ま
で
確
認

を
し
ま
す
。
ま
た
、
生
命
線

に
黒
点
が
現
れ
て
い
る
場
合

は
、
感
染
症
に
気
を
付
け
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

手
型
に
よ
る
体
質
の
判
断
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
女

性
に
多
い
手
型
の
尖
頭
型
と

円
錐
型
の
一
部
の
人
に
短
い

生
命
線
が
現
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
比
較
的
男
性
に

多
い
手
型
の
四
角
型
タ
イ
プ

で
は
、
体
質
が
丈
夫
で
あ
る

事
か
ら
短
い
生
命
線
を
見
る

ケ
ー
ス
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
も
し
男
性
に
こ
の

よ
う
な
線
が
出
て
い
る
場
合

は
、
暴
飲
暴
食
が
原
因
の
腸

閉
塞
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
注
意
深
く
確
認
す
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る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

副
生
命
線
や
姉
妹
線
の
存
在

が
な
い
場
合
で
も
、
頭
脳
線

が
し
っ
か
り
し
た
線
で
あ
る

場
合
は
、
後
の
健
康
管
理
で

生
命
線
を
伸
ば
し
、
好
転
で

き
る
力
が
あ
る
事
を
示
し
ま

す
。

「
精
力
減
退
に
悩
ん
で
い

る
時
は
生
命
線
の
末
尾
に

房
状
の
線
が
出
て
く
る
」

生
命
線
の
最
下
部
は
、
枝

線
が
生
じ
や
す
い
傾
向
で
す
。

枝
線
は
疲
労
感
の
高
さ
を
示

し
ま
す
。
枝
線
が
横
に
長
く

伸
び
て
き
ま
す
と
放
縦
線
の

一
種
と
判
断
し
て
疲
労
感
の

強
さ
が
線
に
現
れ
て
い
る
と

判
断
し
ま
す
。
大
腸
に
疾
患

が
あ
り
ま
す
と
非
常
に
疲
れ

や
す
い
体
質
と
な
り
ま
す
。

枝
線
が
生
殖
器
に
関
係
す
る

地
丘
ま
で
伸
び
て
い
れ
ば
、

精
力
減
退
を
示
し
て
い
る
と

の
判
断
が
出
来
ま
す
。

◆
『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手

で
わ
か
る
』
（
感
情
線
で

わ
か
る
病
気
・
解
説
）

「
感
情
線
が
短
い
人
は
心

臓
病
に
注
意
。
長
す
ぎ
て

も
血
圧
が
心
配
」

感
情
線
は
三
大
線
の
中
で

最
も
変
化
に
富
ん
だ
線
で
あ

り
、
十
人
十
色
で
様
々
な
様

子
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心

臓
疾
患
を
表
す
線
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
感
情
線
は
、

線
の
長
さ
・
幅
・
深
さ
の
三

点
を
確
認
し
ま
す
。
線
の
長

さ
は
、
中
指
の
下
ま
で
が
標

準
と
な
り
ま
す
。
標
準
よ
り

も
短
い
線
は
、
先
天
的
に
心

臓
が
弱
か
っ
た
り
障
害
が
あ
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
を
判
断
す
る
場
合
は
、

感
情
線
の
他
に
、
指
（
中
指
・

無
名
指
）
と
丘
（
土
星
丘
・

太
陽
丘
）
、
爪
（
小
爪
・
大

爪
）
の
特
徴
を
併
せ
て
見
て

い
き
ま
す
。
爪
で
は
、
小
爪

タ
イ
プ
に
心
臓
病
の
症
例
が

見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
感
情
線
が
小
指
側
か

ら
食
指
と
中
指
の
中
間
（
木

星
丘
方
面
）
ま
で
伸
び
る
長

い
線
を
持
ち
、
キ
ズ
や
ホ
ク

ロ
等
が
な
け
れ
ば
、
心
臓
は

丈
夫
で
あ
る
と
の
判
断
に
な

り
ま
す
。

「
心
筋
梗
塞
患
者
の
多
く

に
は
感
情
線
に
島
が
見
ら

れ
る
」

感
情
線
に
島
が
出
来
た
場

合
は
、
心
臓
病
に
注
意
が
必

要
で
す
。
特
に
、
肥
満
や
高

血
圧
の
人
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
等
で
動
脈
硬
化
の
心
配
が

あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
感
情

線
を
中
心
に
見
て
い
き
ま
す
。

感
情
線
の
島
は
、
心
臓
と
血

管
の
病
気
に
警
戒
が
必
要
で

す
。
実
際
に
症
状
が
出
て
い

る
方
で
す
と
、
太
陽
丘
の
下

付
近
に
平
均
一
〜
二
つ
程
度

の
島
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の

他
、
心
臓
病
特
有
の
色
味
が

あ
り
ま
す
。
赤
・
紫
色
は
、

チ
ア
ノ
ー
ゼ
の
症
状
に
見
ら

れ
る
色
味
に
な
り
ま
す
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
な

お
、
心
臓
病
は
長
い
時
間
を

か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
い

る
事
が
多
い
も
の
で
す
。
例

え
ば
心
筋
梗
塞
の
場
合
で
は
、

動
悸
・
息
切
れ
等
、
前
触
れ

の
症
状
が
必
ず
あ
る
は
ず
で

す
。
感
情
線
も
同
じ
観
点
か

ら
考
え
、
線
に
前
触
れ
の
症

状
が
出
て
い
る
か
を
他
の
線

も
参
考
に
し
な
が
ら
鋭
く
観

察
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
感
情
線
と
頭
脳
線

で
は
そ
の
線
の
幅
に
違
い
が

あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
線
が

太
く
深
い
線
で
あ
る
か
を
常

に
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
感
情
線
が
頭
脳
線
に
寄
っ

て
い
る
タ
イ
プ
と
、
指
側
の

高
い
位
置
に
線
が
出
て
い
る

タ
イ
プ
と
が
あ
り
ま
す
。
血

圧
の
症
状
を
見
る
場
合
は
、

指
側
の
高
い
位
置
に
感
情
線

が
位
置
し
て
い
る
方
が
正
常

な
血
圧
状
態
で
あ
る
事
が
多

い
で
し
ょ
う
。
頭
脳
線
側
に

寄
る
感
情
線
は
、
体
を
管
理

出
来
る
状
態
で
は
あ
り
ま
す

が
、
薬
物
等
の
中
毒
症
状
が

出
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
薬
指
の
下
あ
た
り
で
感

情
線
に
島
が
あ
っ
た
ら
目

の
病
気
に
気
を
つ
け
る
」

太
陽
丘
直
下
の
感
情
線
付

近
に
島
が
あ
る
場
合
は
、
視

神
経
の
異
常
と
判
断
し
ま
す
。

こ
の
部
位
に
島
が
出
ま
す
と

一
〇
〇
％
と
言
っ
て
よ
い
程

視
神
経
の
異
常
が
見
ら
れ
ま

す
。
無
名
指
か
ら
下
の
ラ
イ

ン
に
は
神
経
系
統
が
走
っ
て

い
ま
す
。
手
の
甲
側
で
も
同

様
で
あ
り
、
神
経
系
統
の
過

敏
さ
を
感
じ
る
所
に
な
り
ま

す
。
太
陽
丘
直
下
に
あ
る
感

情
線
に
島
が
出
る
と
、
そ
の

殆
ど
が
近
視
の
症
状
で
す
。

希
に
遠
視
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
高
齢
の
方
は
眼
病
全
般

に
か
か
り
易
く
な
り
ま
す
。

飛
蚊
症
の
ケ
ー
ス
で
も
太
陽

丘
直
下
の
感
情
線
に
島
が
現

れ
ま
す
。

「
感
情
線
が
二
本
あ
っ
て

暗
蒙
色
の
出
て
い
る
人
は

耳
と
腎
臓
病
に
気
を
つ
け

る
」感

情
線
が
二
重
に
出
る
場

合
は
、
そ
の
線
の
意
味
合
い

を
よ
り
高
め
ま
す
。
二
重
感

情
線
は
感
情
が
人
よ
り
も
デ

リ
ケ
ー
ト
で
あ
り
、
直
感
力

が
優
れ
て
い
ま
す
。
愛
情
表

現
も
豊
か
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
二
重
感
情
線
が
あ
り
水

星
丘
に
暗
蒙
色
（
濃
い
ネ
ズ

ミ
色
）
が
出
て
い
る
場
合
は
、

耳
や
腎
臓
だ
け
で
な
く
、
婦

人
科
の
分
野
ま
で
幅
広
い
答

え
が
出
て
き
ま
す
。
暗
蒙
色

の
状
態
は
、
発
症
か
ら
長
い

時
間
が
経
過
し
て
い
る
事
を

意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
暗
蒙

色
が
表
れ
て
い
る
部
分
の
症

状
が
悪
化
し
て
い
る
状
態
を

示
し
て
い
ま
す
。

◆
『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手

で
わ
か
る
』
（
頭
脳
線
で

わ
か
る
病
気
・
解
説
）

「
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
十

二
指
腸
潰
瘍
な
ど
に
か
か
っ

て
い
る
と
頭
脳
線
に
島
が

現
れ
る
」

頭
脳
線
上
に
島
が
出
て
い

る
場
合
、
大
脳
・
小
脳
の
影

響
が
あ
り
ま
す
。
先
天
的
に

頭
脳
線
上
に
島
が
あ
る
場
合

は
、
生
ま
れ
た
時
の
脳
に
障

害
が
あ
り
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
事
を
示
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
性
格
が
内

向
的
に
な
っ
た
り
、
心
配
性

と
な
っ
た
り
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
頭
脳
の

ス
ト
レ
ス
は
頭
脳
線
に
、
体

の
ス
ト
レ
ス
は
生
命
線
に
島

の
様
子
で
現
れ
ま
す
。

「
頭
脳
線
が
標
準
よ
り
短

い
人
は
“
五
官
”
に
病
を

生
じ
や
す
い
」

五
官
と
は
、
人
相
学
で
使

わ
れ
る
言
葉
で
、
目
・
耳
・

鼻
・
口
・
眉
の
事
で
す
。
頭

脳
線
が
標
準
よ
り
短
い
場
合

は
、
首
か
ら
上
に
あ
た
る
部

分
の
病
気
に
気
を
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
頭
脳
線
の

標
準
的
な
長
さ
に
つ
い
て
は

二
通
り
の
説
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
無
名
指
の
付
け
根

の
中
央
ま
で
線
が
来
て
い
れ

ば
標
準
と
い
う
説
。
も
う
一

つ
は
、
中
指
の
付
け
根
の
中

央
ま
で
線
が
来
て
い
れ
ば
標

準
と
い
う
説
で
す
。
『
ズ
バ

リ
！
病
気
は
手
で
わ
か
る
』

で
は
、
無
名
指
の
付
け
根
ま

で
来
て
い
る
線
を
標
準
と
し

て
い
ま
す
が
、
私
（
福
田
先

生
）
の
見
解
で
は
、
本
人
を

表
す
中
指
の
付
け
根
ま
で
線

が
あ
れ
ば
標
準
と
し
て
判
断

し
て
い
ま
す
。

「
頭
脳
線
が
鎖
状
で
マ
ス

掛
け
に
な
っ
て
い
る
人
は

頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
」

マ
ス
掛
け
の
場
合
は
、
頭

脳
線
が
第
一
火
星
丘
か
ら
第

二
火
星
丘
に
直
線
で
向
か
う

線
に
な
り
ま
す
。
判
断
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
頭
脳
線
が
精
神

を
表
す
月
丘
に
は
向
か
っ
て

い
な
い
事
で
す
。
性
格
的
に

神
経
質
で
あ
り
、
少
し
の
事

で
感
情
が
爆
発
す
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
頭
痛
に
悩
ま
さ

れ
が
ち
で
す
。
さ
ら
に
、
反

抗
線
が
長
く
上
昇
し
て
頭
脳

線
を
横
切
る
時
は
、
強
度
の

偏
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
事
も

あ
り
ま
す
。

第５７号 有 宵 会 だ よ り 平成２５年５月吉日



「
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
り

や
す
い
人
は
頭
脳
線
が
切

れ
ぎ
れ
で
食
い
違
い
が
目

立
つ
」

頭
脳
線
は
頭
脳
と
神
経
の

様
子
を
表
し
ま
す
。
線
が
切

れ
ぎ
れ
の
状
態
で
す
と
、
意

志
力
が
な
く
優
柔
不
断
に
な

り
ま
す
。
頭
脳
線
は
意
志
、

実
行
力
、
判
断
力
、
記
憶
力

を
見
る
所
で
す
。
切
れ
ぎ
れ

の
線
で
は
判
断
力
が
十
分
で

な
い
事
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、

左
右
の
手
で
そ
れ
ぞ
れ
直
線

と
曲
線
の
頭
脳
線
を
持
っ
て

い
る
場
合
（
例
え
ば
、
右
手

の
頭
脳
線
は
直
線
で
、
左
手

の
頭
脳
線
が
曲
線
の
状
態
）

は
、
二
つ
の
要
素
を
併
せ
持

つ
タ
イ
プ
で
す
。
直
線
の
頭

脳
線
は
、
考
え
て
い
る
事
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
ま
す

が
、
曲
線
の
頭
脳
線
は
、
思
っ

て
い
る
事
を
抑
制
し
よ
う
と

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
心
の

中
で
二
つ
の
要
素
が
葛
藤
を

起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
頭
脳
線
の
島
が
薬
指
の

下
に
出
て
き
た
ら
白
内
障

な
ど
目
の
病
気
に
気
を
つ

け
る
」

太
陽
丘
の
す
ぐ
下
の
感
情

線
に
島
が
あ
る
と
眼
病
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
頭

脳
線
が
太
陽
線
の
コ
ー
ス
に

交
わ
る
所
に
島
が
あ
る
と
目

の
病
気
が
疑
わ
れ
ま
す
。
頭

脳
線
は
、
眼
球
、
網
膜
の
変

化
が
現
れ
ま
す
の
で
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

「
頭
脳
線
が
途
中
で
切
れ

て
い
て
そ
の
切
れ
目
が
広

い
人
は
神
経
の
病
気
に
注

意
す
る
」

頭
脳
線
の
途
中
に
切
れ
目

が
あ
る
と
、
脳
や
神
経
系
統

に
変
調
を
き
た
す
事
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
頭
脳
線
が
二

つ
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
は
、

二
つ
の
能
力
が
あ
る
事
を
示

し
て
い
ま
す
。
頭
脳
線
に
支

線
が
出
て
い
る
場
合
は
、
発

想
を
新
た
に
し
て
人
生
を
変

え
て
い
く
と
い
う
様
子
に
な

り
ま
す
。
頭
脳
線
の
支
線
と

共
に
運
命
線
の
様
子
を
併
せ

て
見
る
よ
う
に
し
く
だ
さ
い
。

◆
『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手

で
わ
か
る
』
（
健
康
線
で

わ
か
る
病
気
・
解
説
）

健
康
線
が
出
や
す
い
手
型

と
線
が
出
に
く
い
手
型
が
あ

り
ま
す
。
女
性
に
多
い
手
型

で
あ
る
円
錐
型
・
尖
頭
型
は
、

健
康
線
が
出
や
す
い
手
型
に

な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
結
節

型
も
健
康
線
が
出
ま
す
。
健

康
を
気
遣
う
タ
イ
プ
に
健
康

線
が
出
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
円
錐
型
で
健

康
線
が
出
て
い
な
い
場
合
は
、

そ
の
点
が
判
断
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
一
方
、
男
性

に
多
い
四
角
型
・
へ
ら
型
は

健
康
線
が
出
に
く
い
手
型
で

す
。
し
か
し
、
あ
る
時
期
に

な
る
と
健
康
線
が
現
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
線
の
現
れ

た
時
期
が
体
調
変
化
の
時
と

判
断
し
ま
す
。
な
お
、
体
が

丈
夫
な
人
は
健
康
線
が
出
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
型

に
よ
っ
て
健
康
線
の
出
方
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
線

の
あ
る
・
な
し
で
判
断
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
消
化
器
を
痛
め
る
と
手
の

ひ
ら
の
中
ほ
ど
に
短
く
て
色

の
悪
い
健
康
線
が
出
る
」

短
い
健
康
線
が
頭
脳
線
の

障
害
線
に
見
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
短
い
健
康
線
は
、

頭
脳
線
の
障
害
線
と
見
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
両
方
の

意
味
合
い
か
ら
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
斜
め
に
向

か
う
線
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て

健
康
線
が
ど
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
か
で
判
断
し
ま
す
。

「
く
っ
き
り
と
太
い
健
康

線
が
生
命
線
と
交
差
し
て

い
る
時
は
要
注
意
」

健
康
線
が
生
命
線
を
切
る

よ
う
に
出
て
い
る
と
命
が
危

な
い
と
言
わ
れ
る
事
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
線
は
生
命
線
の
内
部
か
ら

出
始
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は

稀
で
す
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
線
が
交
差
し
た
状
態
で
あ
っ

た
の
か
を
確
認
し
ま
す
。
金

星
丘
の
内
側
か
ら
出
始
め
た

健
康
線
で
あ
る
の
か
、
ま
た

は
上
部
か
ら
出
て
い
た
健
康

線
が
生
命
線
の
内
側
に
入
っ

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
の
か

を
見
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
、
健
康
線
が
五
臓

を
表
す
生
命
線
と
交
差
（
線

を
切
る
状
態
）
し
て
い
る
場

合
は
、
消
化
器
系
統
を
始
め
、

五
臓
全
体
の
病
気
に
関
係
し

ま
す
。

「
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
肝

臓
や
胆
の
う
を
痛
め
る
と

蛇
行
や
波
状
の
健
康
線
が

出
る
」

健
康
線
が
蛇
行
や
波
状
の

状
態
は
非
常
に
警
戒
を
要
し

ま
す
。
肝
臓
は
、
多
く
の
機

能
を
持
つ
臓
器
で
す
。
主
に
、

血
液
成
分
の
生
成
、
有
害
物

質
の
解
毒
、
胆
汁
の
分
泌
か

ら
消
化
の
促
進
、
三
大
栄
養

素
（
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク

質
・
脂
質
）
を
蓄
積
さ
せ
る

等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
が
過
剰

に
な
り
肝
臓
や
胆
の
う
を
痛

め
る
と
、
肌
の
荒
れ
や
吹
き

出
物
、
胃
の
痛
み
等
が
現
れ

ま
す
。
皮
膚
の
状
態
か
ら
肝

機
能
の
様
子
も
わ
か
り
ま
す
。

手
相
で
は
、
食
指
と
木
星
丘

か
ら
肝
機
能
や
胆
の
う
の
状

態
を
見
て
い
き
ま
す
。

「
冷
え
症
の
女
性
に
は
下

部
が
細
く
切
れ
た
健
康
線

が
見
ら
れ
る
」

冷
え
症
は
、
月
丘
の
下
部

を
見
る
方
法
と
地
丘
を
見
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
月
丘
の

下
部
は
腎
臓
・
泌
尿
器
を
表

す
代
表
的
な
部
位
で
す
。
こ

の
部
位
に
線
が
出
て
い
る
場

合
は
、
単
な
る
冷
え
だ
け
で

な
く
、
腎
臓
・
泌
尿
器
の
問

題
を
疑
い
ま
す
。

◆
『
ズ
バ
リ
！
病
気
は
手

で
わ
か
る
』
（
丘
で
わ
か

る
病
気
・
解
説
）

「
月
丘
の
下
の
方
が
凹
ん

で
赤
い
ム
ラ
が
出
て
き
た

ら
脳
溢
血
に
な
り
や
す
い
」

病
弱
で
あ
っ
た
り
、
体
力

が
非
常
に
消
耗
し
た
り
し
ま

す
と
、
月
丘
の
下
側
の
部
分

が
そ
が
れ
る
よ
う
に
減
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
現
れ
た
場
合
は
、
心
臓
系

統
や
脳
溢
血
に
注
意
し
ま
す
。

ま
た
、
腎
臓
系
統
の
異
常
、

結
石
や
痛
風
、
糖
尿
病
等
を

示
す
事
も
あ
り
ま
す
。

「
月
丘
の
下
部
に
格
子
紋

や
十
字
紋
が
あ
る
時
は
腎

臓
病
を
疑
う
」

月
丘
の
下
部
は
年
齢
と
共

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
線

の
場
合
は
、
先
端
部
分
に
老

化
に
よ
る
体
の
変
化
が
現
れ

ま
す
。
特
に
、
紋
が
現
れ
て

い
る
時
は
、
そ
の
部
位
に
症

状
が
あ
る
事
を
示
し
ま
す
。

「
金
星
丘
の
発
達
が
乏
し

い
人
は
不
感
性
の
恐
れ
が

あ
る
」

不
感
性
の
場
合
は
、
冷
え

症
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
金

星
丘
は
生
命
力
の
源
に
な
る

所
で
あ
り
、
体
の
本
能
を
示

す
所
で
す
。
病
気
に
な
る
と
、

金
星
丘
、
月
丘
の
順
で
肉
厚

が
乏
し
く
な
り
ま
す
。

「
木
星
丘
と
土
星
丘
の
中

間
に
短
い
縦
の
線
が
あ
り

色
も
悪
い
時
は
消
化
器
系

の
疾
患
に
注
意
」

木
星
丘
と
土
星
丘
の
中
間

に
出
る
線
は
、
木
星
環
や
土

星
環
、
或
い
は
金
星
帯
の
一

部
に
な
り
ま
す
。
主
に
、
消

化
器
系
統
、
胆
の
う
、
肝
臓
、

大
腸
の
機
能
低
下
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
部
分
は
、
小

さ
い
線
の
出
方
に
な
り
ま
す

の
で
影
響
度
に
つ
い
て
は
他

の
部
位
と
併
せ
て
観
察
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
第
二
火
星
丘
か
ら
月
丘

に
か
け
て
赤
蒙
色
が
出
て

き
た
ら
脳
卒
中
に
注
意
す

る
」第

二
火
星
丘
か
ら
月
丘
に

か
け
て
赤
蒙
色
が
出
ま
す
と
、

脳
卒
中
に
注
意
が
必
要
で
す
。

脳
卒
中
は
頭
脳
線
に
も
現
れ

ま
す
。
ま
た
、
頭
脳
線
は
線

の
先
端
が
月
丘
に
か
か
り
ま

す
の
で
、
月
丘
と
の
関
わ
り
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を
併
せ
て
見
る
よ
う
に
し
ま

す
。

「
太
陽
丘
の
真
ん
中
よ
り

上
の
方
に
枯
葉
色
が
出
て

き
た
ら
乳
が
ん
が
心
配
」

乳
が
ん
の
疑
い
は
、
太
陽

丘
と
土
星
丘
に
枯
葉
色
や
土

色
（
蒙
色
）
が
出
て
い
る
か
、

ま
た
、
健
康
線
の
色
が
悪
い

色
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
を

手
掛
か
り
に
判
断
し
ま
す
。

「
手
首
線
が
手
の
ひ
ら
側

に
湾
曲
し
て
い
る
女
性
は

不
妊
症
が
心
配
」

手
首
線
は
、
別
名
・
手
頸

線
と
も
言
い
、
昔
か
ら
線
が

三
本
あ
る
と
良
い
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
重
要
視
す
る
程

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
首

線
が
ど
の
よ
う
に
曲
が
っ
て

い
る
か
は
見
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
線
が
二
本
半
以
上
で

輪
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い

れ
ば
良
く
、
線
が
一
本
し
か

な
い
場
合
は
不
十
分
と
み
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
し
ょ
う
。

子
宝
の
問
題
と
し
て
見
る
場

合
は
、
手
首
線
、
地
丘
、
水

星
丘
か
ら
生
殖
機
能
の
状
態

を
判
断
し
ま
す
。
冷
え
症
に

起
因
す
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

「
手
首
線
に
枯
葉
色
が
出

て
き
た
ら
生
殖
器
の
ガ
ン

に
注
意
」

手
首
線
は
、
生
殖
器
に
関

係
す
る
線
に
な
り
ま
す
。
生

殖
器
の
ガ
ン
性
を
判
断
す
る

場
合
は
、
手
首
線
に
枯
葉
色

が
あ
る
か
を
見
ま
す
。
枯
葉

色
と
は
、
蒙
色
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
肌
に
潤
い
が
な
く

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
質
感
の
状
態

を
示
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

健
康
線
も
併
せ
て
見
る
よ
う

に
し
ま
す
。

福
田
先
生
は
、
手
相
に
よ

る
三
位
一
体
の
奥
義
・
秘
伝

を
長
年
研
究
な
さ
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
紙
面
の
関
係
上
、

数
多
く
の
占
例
か
ら
一
部
を

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

長
時
間
に
わ
た
り
、
貴
重
な

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
川

林
加

「
行
基
の
会
」

大
阪
府
堺
市
に
行
基
の
会

が
あ
り
、
創
立
二
十
年
の
市

民
団
体
で
有
識
者
の
方
々
が

研
究
、
顕
彰
に
努
め
て
お
い

で
に
な
り
ま
す
。

最
近
、
行
基
の
会
の
会
長

吉
田
靖
雄
先
生
の
学
究
の
著

「
行
基
」
副
題
に
文
殊
師
利

菩
薩
の
反
化
な
り
。

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
古
の

歴
史
を
繙
く

史
実
の
検
証
、

該
博
な
知
識
を
駆
使
し
た
と

こ
ろ
の
文
脈
に
は
驚
く
ば
か

り
で
す
。
吉
田
先
生
は
高
僧

行
基
の
事
跡
を
研
究
し
て
半

生
を
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
る

秀
れ
た
お
人
柄
の
先
生
で
す
。

さ
て
行
基
さ
ん
は
、
唐
招

提
寺
に
八
十
三
セ
ン
チ
の
座

像
と
し
て
鎮
座
、
木
像
の
乾

漆
の
た
め
漆
が
剥
げ
落
ち
た

お
顔
を
拝
見
し
ま
す
と
、
厳

し
さ
、
凛
凛
し
さ
、
清
澄
な

双
眼
か
ら
心
に
響
き
伝
わ
る

光
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
東
京
に
お
い
て
東
大
寺
展

な
ど
で
拝
見
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ま
た
奈
良
の

唐
招
提
寺
で
御
目
に
掛
か
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
行
基
さ
ん
は
奈
良
時
代

の
僧
で
六
六
八
年
〜
七
四
九

年
で
す
。
百
済
系
の
渡
来
し

和
宗
の
人
。

法
相
宗
を
学
ぶ
ー
諸
国
を

巡
っ
て
布
教
、
民
衆
と
共
に

道
路
、
堤
防
、
橋
、
寺
院
の

建
築
に
あ
た
っ
た
が
、
聖
武

天
皇
の
帰
依
を
受
け
、
東
大

寺
・
国
分
寺
建
立
に
協
力
、

日
本
最
初
の
大
僧
正
の
位
を

授
け
ら
れ
た
。
行
基
さ
ん
に

因
ん
で
ー
「
行
基
図
」
行
基

が
作
っ
た
と
さ
れ
る
日
本
地

図
。
現
存
し
な
い
が
体
裁
を

模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
、
平
安
時
代
か
ら
江
戸
初

期
ま
で
各
種
流
布
し
た
。

「
行
基
葺
き
」
本
瓦
葺
き

で
丸
瓦
の
下
方
が
末
広
が
り

と
な
っ
た
も
の
。
法
隆
寺
金

堂
玉
虫
厨
子
の
屋
根
な
ど
。

「
行
基
焼
き
」
は
須
恵
器

の
俗
称
、
和
泉
国
大
鳥
郡
で

産
し
た
ね
ず
み
色
の
素
焼
き

の
陶
器
で
行
基
が
指
図
し
て

焼
き
始
め
た
と
い
う
。

吉
田
靖
雄
先
生
の
講

演
（
平
成
八
年
会
報
記

録
よ
り
）

行
基
年
譜
の
天
平
十
三
年

辛
巳
記
・
七
四
一
年
に
当
時

の
政
府
に
提
出
さ
れ
た
公
的

な
記
録
で
あ
り
資
料
で
す
。

行
基
の
作
っ
た
橋
と
し
て

六
ヶ
所
の
橋
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
当
時
の
交
通
の
要

所
に
「
橋
と
院
」
が
つ
く
ら

れ
た
と
い
う
。
八
世
紀
の
風

土
記
に
交
通
の
要
地
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
立
証

で
き
る
わ
け
で
す
。

天
平
十
三
年
記
に
高
瀬
よ

り
生
駒
大
山
に
登
る
道
を
直

道
（
直
線
道
路
）
の
設
置
、

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
土
地
に

長
大
な
溝
を
つ
く
り
、
灌
漑

用
で
は
な
く
悪
水
と
呼
ば
れ

る
剰
水
を
排
水
す
る
溝
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

樋
と
は
、
溜
池
の
水
を
堤

外
に
導
く
た
め
堤
の
下
に
埋

設
し
た
パ
イ
プ
状
の
施
設
と

水
門
施
設
を
い
う
。
行
基
は

十
五
ヶ
所
の
溜
め
池
を
作
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
茨
田
郡
の
一
地
域

は
洪
水
常
習
地
帯
で
あ
る
が

過
剰
な
水
さ
え
制
御
す
れ
ば

豊
か
な
穀
倉
地
帯
に
な
り
う

る
土
地
で
あ
っ
た
。
行
基
と

そ
の
門
弟
ら
は
、
茨
田
郡
の

農
民
集
団
に
招
か
れ
て
こ
う

し
た
工
事
を
立
案
実
行
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

行
基
の
仏
教
が
思
弁
的
観

念
的
な
性
格
を
持
た
ず
、
常

に
現
実
生
活
の
改
善
改
良
を

行
い
、
そ
の
結
果
安
定
し
た

精
神
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

行
基
は
茨
田
郡
の
人
々
に

招
か
れ
、
ま
ず
人
々
を
知
識

（
講
）
に
結
集
さ
せ
、
仏
道

精
進
と
は
現
実
生
活
の
改
善

向
上
と
一
体
の
も
の
で
あ
る

と
教
え
、
持
て
る
者
に
金
品

の
喜
捨
を
、
持
た
ぬ
者
に
労

働
力
の
喜
捨
を
呼
び
か
け
て

各
種
の
事
業
を
遂
行
し
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
。

茨
田
郡
の
事
業
は
十
日
、

二
十
日
で
完
成
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
知
識
（
講
）

と
呼
ば
れ
る
粗
末
な
道
場
に

結
集
し
て
、
事
業
の
計
画
立

案
と
仏
教
の
何
た
る
か
を
学

習
し
体
得
し
た
の
で
あ
る
。

道
場
は
労
働
・
喜
捨
・
連
帯
・

学
習
・
供
養
な
ど
の
喜
び
に

み
ち
た
場
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ー
と
講
演
記
録
は
結
ば
れ
て

い
ま
す
。
一
部
を
抜
粋
し
た

こ
と
を
ご
諒
承
下
さ
い
。合

掌

福
田

有
宵
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「
揲
筮
」
雑
感福

田

有
宵

去
る
一
月
に
テ
レ
ビ
出
演

の
機
会
が
あ
り
、
江
戸
時
代

の
占
い
の
内
容
な
の
で
興
味

深
く
集
録
。
原
本
は
永
代

大
雑
書
萬
暦
大
成
と
い
い
、

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）

発
行
の
暦
本
で
す
。

こ
の
大
雑
書
は
暦
の
注
解

人
の
身
の
上
吉
凶
禍
福
か
ら

易
の
八
卦
、
人
相
指
南
、
手

紋
（
テ
ス
ジ
）
、
宅
相
の
ほ

か
妙
薬
や
奇
し
き
秘
術
な
ど

さ
ま
ざ
ま
、
今
読
ん
で
も
面

白
い
方
術
が
書
か
れ
て
い
ま

す
ね
。

集
録
は
易
占
い
、
人
相
、

鬼
門
説
な
ど
で
、
テ
レ
ビ
受

け
す
る
筮
竹
が
絵
に
な
る
の

で
揲
筮
を
採
用
し
ま
し
た
。

揲
筮
の
場
合
は
両
手
一
杯
に

扇
形
に
広
げ
る
の
は
姿
形
が

よ
い
ば
か
り
で
な
く
、
八
卦

の
出
現
が
公
平
に
示
さ
れ
る

確
率
が
高
い
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
筮
竹
を
左
手
の

中
で
固
め
る
の
は
八
卦
の
出

方
が
同
じ
得
卦
が
多
く
偏
る

か
ら
で
す
。
衆
目
の
前
で
揲

筮
し
た
の
は
韓
国
の
講
演
会

場
ま
た
明
治
神
宮
ホ
ー
ル
の

講
習
会
の
壇
上
で
し
た
。
最

初
の
一
回
だ
け
の
立
筮
で
し

た
が
、
緊
張
感
が
漂
う
も
の

で
し
た
。

今
で
は
掌
中
に
入
れ
ば
自

在
に
筮
竹
を
さ
ば
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
筮
竹
の
奏
で
る

響
き
や
音
色
に
は
、
心
を
打

つ
も
の
を
感
じ
ま
す
。

揲
筮
と
は
筮
者
と
筮
竹
と

を
結
び
付
け
て
い
く
交
わ
り

で
す
。
渾
然
と
し
て
天
地
の

一
体
と
な
る
よ
う
な
気
を
感

応
い
た
し
ま
す
。

以
上

『
開
運
の
極
意
・
江
戸

の
占
い
』T

V

を
拝
見

Ｈ
25
・
1
・
28

大
川

法
祥

先
生
か
ら
お
知
ら
せ
を
頂

か
な
け
れ
ば
、
気
付
か
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
、B

S

－T
B
S

の

番
組
の
始
ま
る
十
時
前
に
正

座
し
て
待
機
し
ま
し
た
。
片

岡
鶴
太
郎
さ
ん
の
軽
妙
乍
ら
、

き
ち
ん
と
占
い
の
本
質
を
理

解
さ
れ
て
い
る
司
会
進
行
振

り
に
頷
き
乍
ら
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
先
生
の
見
事
な
筮
竹

さ
ば
き
を
拝
見
し
た
時
、
脳

裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
平
成

十
九
年
九
月
九
日
占
い
の
日

の
記
念
行
事
と
し
て
の
韓
国

易
理
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の

交
流
の
旅
で
し
た
。
ホ
テ
ル

の
晩
餐
会
で
各
先
生
方
が
講

演
さ
れ
ま
し
た
が
福
田
先
生

は
、
先
ず
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
し
て
筮
竹
さ
ば
き
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
御
立
派
で
し

た
が
、
あ
の
短
時
間
で
、
そ

の
真
意
、
見
事
さ
を
韓
国
の

方
々
が
ど
こ
迄
理
解
で
き
た

か
心
配
し
た
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

“
貞
享
歴
”
の
事
、
暦
の

解
説
版

“
永
代
大
雑
書
萬

暦
”
の
事
は
始
め
て
知
り
ま

し
た
が
、
昔
は
宇
宙
の
根
本

原
理
に
基
づ
く
運
命
の
開
拓

法
、
政
治
、
戦
略
、
農
耕
等

の
判
断
で
あ
っ
た
も
の
が
、

江
戸
時
代
か
ら
占
う
対
象
が

変
っ
て
き
て
、
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
為
に
楽
し
み
乍
ら

占
っ
て
い
た
事
も
良
く
解
り

ま
し
た
。
人
相
・
方
位
・

天
気
占
い
・
夢
占
い
・
相
性

占
い
等
々
。

“
忌
む
事
は
、
己
の
心
か

ら
生
ず
る
迷
い
”

江
戸
の
人
々
は
幸
せ
に
生

き
る
為
に
は
「
吉
」
と
な
る

様
に
、
占
い
と
一
定
の
距
離

を
お
い
て
み
て
い
た
事
が

良
く
解
り
、
江
戸
に
生
き
た

人
々
の
楽
し
み
乍
ら
の
生
き

様
に
学
ぶ
こ
と
の
多
い
番
組

で
し
た
。

円
空
展

伊
藤

璃
香

四
月
六
日
（
土
）
東
京
国

立
博
物
館
の
特
別
展
「
飛
騨

の
円
空
展
」
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
本
来
は
お
花
見
後
に

行
く
予
定
で
し
た
が
、
櫻
の

開
花
期
が
ず
れ
て
こ
の
展
覧

会
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
不
順
で
大
雨

が
予
報
さ
れ
て
お
り
、
事
前

に
参
加
者
の
把
握
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
十
六
名
の

方
が
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

円
空
は
美
濃
国
（
現
在
の

岐
阜
県
）
生
ま
れ
、
法
隆
寺
・

園
城
寺
・
輪
王
寺
な
ど
で
受

法
し
て
法
脈
を
継
ぐ
一
方
、

修
験
者
と
し
て
大
峰
山
・
伊

吹
山
・
二
荒
山
な
ど
の
霊
山

に
登
り
、
そ
の
途
次
立
ち
寄
っ

た
集
落
で
仏
像
を
作
ら
れ
ま

し
た
。
没
後
に
書
か
れ
た
伝

記
に
よ
る
と
、
生
涯
に
十
二

万
体
造
像
の
願
を
立
て
た
と

さ
れ
、
現
在
で
も
五
千
体
以

上
の
円
空
仏
の
存
在
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
飛
騨

の
千
光
寺
所
蔵
品
を
中
心
に
、

岐
阜
県
高
山
市
所
在
の
約
百

体
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

屈
指
の
名
作
「
両
面
宿
儺

り
ょ
う
め
ん
す
く
な

坐
像
」
、
秘
仏
「
歓
喜
天
立

か
ん
ぎ
て
ん

像
」
、
地
面
に
生
え
た
ま
ま

の
立
木
に
梯
子
を
か
け
て
彫
っ

た
と
い
う
「
金
剛
力
士
（
仁

王
天
）
立
像
吽
形
」
な
ど
、

り
ゅ
う
ぞ
う
う
ん
ぎ
ょ
う

初
め
て
寺
を
出
る
円
空
仏
も

あ
り
ま
し
た
。
多
く
は
伐
採

さ
れ
た
木
を
断
ち
割
っ
て
丸

彫
り
し
た
も
の
で
、
鑿
の
跡

が
残
り
表
面
に
は
何
も
塗
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
二
メ
ー
ト

ル
を
超
す
大
作
か
ら
五
セ
ン

チ
ほ
ど
の
も
の
ま
で
、
木
目

や
節
が
そ
の
ま
ま
に
見
え
る

円
空
仏
が
林
立
す
る
様
は
、

ま
る
で
昔
の
飛
騨
の
森
も
か

く
や
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

長
い
時
間
を
か
け
て
の
鑑
賞

と
な
り
ま
し
た
。

福
田
先
生
が
、
仏
像
の
見

方
や
感
応
を
頂
く
方
法
な
ど

に
つ
い
て
指
導
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

当
日
は
不
順
な
天
候
に
も

拘
わ
ら
ず
満
員
の
盛
況
で
、

一
部
屋
し
か
な
い
会
場
な
の

に
人
を
探
す
こ
と
も
大
変
で

し
た
。
（
会
期
が
翌
四
月
七

日
ま
で
で
、
駆
け
込
み
の
せ

い
も
あ
っ
て
か
）

円
空
仏
か
ら
は
、
そ
の
素

朴
さ
の
中
に
大
き
な
力
で
暖

か
く
包
み
込
ま
れ
る
親
近
感

と
で
も
言
う
よ
う
な
感
覚
を

覚
え
ま
し
た
。
深
く
心
に
残

る
も
の
が
あ
り
、
今
も
時
に

フ
ッ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
度
見
て
み

た
い
。
ど
こ
か
で
ま
た
お
目

に
か
か
り
た
い
。
そ
ん
な
気

持
で
す
。

心
に
深
く
沁
み
入
る
円
空

展
で
し
た
。

易
と
手
相

菊
池
寛

自
分
が
、
易
や
手
相
の
こ

と
を
書
く
と
笑
う
人
が
い
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
が

一
生
に
一
度
見
て
貰
っ
た
手

相
は
、
実
に
よ
く
適
中
し
た
。

そ
れ
は
、
時
事
新
報
社
の

記
者
を
し
て
い
る
頃
だ
っ
た
、

久
米
が
二
十
七
歳
前
の
こ
と

だ
か
ら
、
十
年
近
い
昔
で
あ

る
。
久
米
と
芥
川
と
僕
と
で
、

晩
食
を
共
に
し
た
後
で
も
あ
っ

た
ろ
う
か
、
湯
島
天
神
の
境

内
を
通
る
と
き
、
彼
処
に
出

て
い
る
一
人
の
易
者
に
冗
談

半
分
に
見
て
貰
っ
た
の
で
あ

る
。
む
ろ
ん
諸
君
も
想
像
す

る
通
り
、
芥
川
だ
け
は
見
て

貰
わ
な
か
っ
た
。
私
の
手
相

の
判
断
は
、
実
に
よ
か
っ
た
。

私
が
三
十
を
越
し
て
か
ら
、

栄
達
し
、
一
群
の
人
の
上
に

立
つ
こ
と
を
云
い
、
金
銭
に

不
自
由
し
な
い
こ
と
を
云
い
、

そ
の
他
身
上
に
起
る
二
三
の

事
実
を
指
摘
し
た
。
当
時
貧

乏
で
ま
だ
文
壇
に
出
る
こ
と

な
ど
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
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な
か
っ
た
私
は
、
悪
い
よ
り

も
良
い
判
断
を
欣
ん
だ
が
、

私
が
栄
達
す
る
と
か
、
金
に

不
自
由
し
な
く
な
る
な
ど
と

は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
、
十
年
後
の
今

日
に
、
此
の
手
相
見
の
言
葉

が
悉
く
適
中
し
た
と
云
っ
て

も
い
ゝ
だ
ろ
う
。
身
上
に
起
っ

た
事
変
な
ど
も
、
手
相
見
の

云
う
通
り
で
あ
っ
た
。

久
米
に
対
す
る
判
断
も
、

性
格
技
能
を
語
る
点
で
は
実

に
よ
く
適
中
し
た
。
た
ゞ
そ

の
と
き
は
、
二
十
七
歳
前
の

久
米
を
、
三
十
七
歳
前
だ
と
、

見
誤
っ
た
た
め
す
っ
か
り
我
々

の
信
用
を
害
い
、
我
々
は
そ

の
他
の
判
断
ま
で
、
馬
鹿
に

し
て
し
ま
っ
た
が
、
私
に
対

す
る
判
断
は
実
に
悉
く
適
中

し
た
。
つ
い
先
頃
も
、
久
米

に
逢
っ
た
と
き
彼
は
『
あ
の

と
き
君
の
手
相
は
よ
く
当
っ

た
』
と
、
三
嘆
し
た
ほ
ど
で

あ
る
。

私
は
、
此
頃
に
な
っ
て
、

手
相
が
あ
ん
な
に
ま
で
当
る

も
の
な
ら
、
少
し
学
び
た
い

と
も
思
っ
て
い
る
。
茫
漠
た

る
人
生
の
行
路
を
思
う
と
き
、

自
分
自
身
の
運
命
に
つ
い
て
、

お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
知
り
た

い
と
云
う
気
が
し
て
い
る
。

先
日
も
、
岡
栄
一
郎
が
座
興

に
手
相
を
見
る
の
を
見
て
、

い
よ
い
よ
手
相
を
学
び
た
い

と
思
っ
た
。
岡
は
、
手
相
に

つ
い
て
多
く
を
知
ら
な
い
が
、

そ
の
少
し
を
学
生
時
代
の
友

人
か
ら
学
ん
だ
と
云
っ
て
い

る
。
そ
の
友
人
は
、
手
相
を

専
門
に
研
究
し
て
い
た
が
、

あ
る
日
自
分
の
掌
に
肉
親
に

不
幸
が
あ
る
と
い
う
兇
相
が

現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
駭
い

て
帰
郷
の
支
度
を
し
て
い
る

と
き
、
彼
自
身
が
喀
血
し
て

死
ん
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。

掌
中
の
兇
相
は
自
分
自
身
の

身
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が

つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
友
人
の
死
床
に
侍
し
た

と
云
う
、
岡
の
口
か
ら
き
け

ば
、
可
な
り
凄
壮
な
話
で
あ

る
。
私
は
、
岡
か
ら
、
そ
の

話
を
聞
い
た
翌
日
、
た
ま
た

ま
そ
の
月
の
『
文
章
倶
楽
部
』

を
読
む
と
、
木
村
毅
君
の

『
手
相
』
と
云
う
小
説
が
載
っ

て
い
る
の
で
、
読
ん
で
見
る

と
作
者
即
主
人
公
が
頗
る
手

相
学
者
な
の
で
、
私
は
渡
り

に
舟
と
未
知
の
木
村
君
に
速

達
を
出
し
て
、
手
相
を
教
え

て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
、
木
村
君
の
返
事
が
、

頗
る
心
細
い
も
の
で
大
に
失

望
し
た
。
人
間
の
運
命
が
、

掌
中
の
紋
様
に
現
わ
れ
る
な

ど
云
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し

人
間
の
身
体
に
つ
い
て
い
る

も
の
だ
け
に
、
ま
だ
易
な
ど

よ
り
は
、
信
じ
ら
れ
る
。
殊

に
私
自
身
手
相
が
当
っ
て
い

る
の
で
手
相
が
相
当
信
じ
ら

れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で

あ
る
。

易
は
、
私
は
一
度
見
て
貰
っ

た
。
そ
れ
は
数
年
前
、
郵
便

貯
金
の
通
帳
を
失
く
し
た
と

き
で
あ
る
。
三
百
何
円
し
か

金
額
は
な
か
っ
た
。
私
は
数

日
家
中
を
探
し
た
が
な
い
の

で
、
面
白
半
分
に
易
者
に
見

て
貰
っ
た
。
二
人
見
て
貰
っ

た
。
と
こ
ろ
が
二
人
と
も
判

断
が
合
っ
て
い
る
の
で
、
私

は
感
心
し
た
。
『
失
く
し
た

物
は
出
る
が
、
形
は
く
ず
れ

て
い
る
』
と
云
う
の
で
あ
る
。

即
ち
、
品
物
な
ら
ば
、
壊
れ

て
出
る
、
貯
金
の
通
帳
な
ど

は
、
お
金
は
、
盗
ら
れ
て
い

る
と
云
う
の
で
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
郵
便

局
へ
、
通
帳
の
紛
失
届
を
出

し
、
通
帳
を
再
度
下
付
し
て

貰
っ
た
所
が
、
参
百
円
以
上

あ
っ
た
金
額
は
、
六
拾
何
円

し
か
な
い
の
で
あ
る
。
誰
か

が
、
私
の
通
帳
で
二
百
五
十

円
の
金
を
盗
み
取
っ
た
に
違

い
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、

易
の
適
中
を
知
っ
て
駭
い
た

の
で
あ
る
。

私
は
、
そ
の
二
百
五
十
円

を
何
人
に
依
っ
て
何
処
の
郵

便
局
で
盗
ま
れ
た
か
を
検
べ

る
た
め
に
、
貯
金
局
に
願
っ

て
、
出
入
の
明
細
表
を
作
っ

て
貰
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
明
細
表
で
見
る
と
、
盗
ま

れ
た
形
跡
は
少
し
も
な
い
の

で
あ
る
。
私
は
、
オ
ヤ
／
＼

と
思
っ
て
よ
く
見
る
と
、
私

が
前
月
に
預
け
入
れ
た
二
百

五
十
円
と
云
う
金
額
が
、
脱

落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
私
の
預
け
入
れ
た
金
が

郵
便
局
元
帳
に
付
落
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、

駭
い
て
預
け
入
れ
の
郵
便
局

で
検
べ
て
見
た
と
こ
ろ
郵
便

局
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
記
帳
済

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
預
金

局
の
誤
ち
と
云
う
こ
と
が
、

直
ぐ
判
明
し
、
私
は
相
当
の

手
続
を
取
っ
て
六
十
何
円
の

通
帳
は
、
参
百
何
円
か
の
通

帳
に
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
私
が
通
帳
を
無
く
し

た
た
め
に
、
元
帳
に
あ
る
記

帳
漏
れ
が
判
っ
た
こ
と
に
な

り
、
私
は
一
文
も
損
を
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
が
感

心
し
て
い
た
『
失
く
し
た
物

は
出
る
が
形
は
く
ず
れ
て
い

る
』
は
ス
ッ
カ
リ
駄
目
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
『
失
く
し
た

物
は
出
る
、
形
は
く
ず
れ
て

い
る
が
、
正
味
は
変
ら
な
い
』

と
云
わ
な
け
れ
ば
当
ら
な
か
っ

た
の
だ
。
ど
う
も
、
支
那
の

古
代
に
発
見
さ
れ
た
易
の
判

断
は
、
通
帳
な
ど
云
う
も
の

の
、
紛
失
に
適
用
さ
せ
る
ほ

ど
、
デ
リ
ケ
イ
ト
の
物
で
は

な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
私
は

易
よ
り
も
手
相
を
信
じ
て
い

る
。
ゼ
イ
チ
ク
な
ど
を
並
べ

る
の
は
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
る

の
と
同
じ
く
偶
然
が
入
り
こ

ん
で
い
け
な
い
。
そ
こ
へ
行

く
と
、
手
相
は
、
そ
の
人
に

つ
い
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、

人
相
を
も
っ
と
信
じ
そ
う
な

訳
だ
が
、
『
週
刊
朝
日
』
で

僕
を
、
ケ
チ
ン
坊
だ
と
観
相

し
た
馬
鹿
な
観
相
家
が
あ
っ

て
以
来
、
人
相
位
馬
鹿
々
々

し
い
も
の
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

青
空
文
庫
よ
り

介
護
食
…
「
嚥
下
」
に
つ

い
て

黒
江
真
帆

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
学
卒
業
後
１
６
年
間
病

院
に
勤
務
。
あ
る
検
査
か
ら

薬
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
が
最
大
の
対
策
だ
と
心
掛

け
い
た
時
、
病
院
で
月
２
回

実
施
し
て
い
た
漢
方
外
来
の

善
・
薬
（
医
）
食
同
源
・
未

病
予
防
医
学
な
ど
興
味
が
あ

る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
経

典
栄
養
学
研
究
所

所
長
に

巡
り
会
い
中
医
薬
膳
師
へ
と

辿
り
つ
く
こ
と
が
で
き
、
中

医
薬
な
ど
の
活
動
へ
転
向
。

急
い
で
い
た
り
慌
た
だ
し

く
食
べ
る
と
〜
“
む
せ
”
て

し
ま
う
こ
と
っ
て
私
達
だ
っ

て
経
験
あ
り
ま
す
よ
ね
？

今
回
は
「
嚥
下
（
え
ん
げ
）
」

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

食
べ
物
が
気
管
に
入
ら
ず

“
食
べ
な
が
ら
息
が
で
き
る
”

の
は
、
実
は
哺
乳
類
だ
け
…

つ
い
で
に
、
食
べ
物
を
加
熱

し
た
り
手
を
加
え
＝
調
理
し

て
食
べ
る
文
化
は
生
物
上
人

間
だ
け
で
す
！

何
故
、
食
べ
な
が
ら
息
が
で

き
る
の
か
？
と
い
う
と
…

①

空
気
は
＝
鼻
↓
口
↓
の

ど
↓
肺
の
コ
ー
ス

②

食
べ
物
は
＝
口
↓
の
ど

↓
食
道
↓
胃
の
コ
ー
ス

硬
口
蓋
や
反
射
に
よ
り
弁
が

①
か
②
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

コ
ー
ス
を
セ
レ
ク
ト
し
て
い

ま
す
！

良
く
考
え
る
と
〜
ス
ゴ
イ
事

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

先
程
の
“
む
せ
”
は
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た

時
に
生
じ
る
防
衛
本
能
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

②
の
食
べ
物
が
①
の
肺
に
流

れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
＝
誤

嚥
性
肺
炎
を
発
症
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

食
べ
る
と
い
う
行
為
は
、
５

段
階
の
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
余
り
難
し
い
内
容

は
省
き
ま
す
が
…
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嚥
下
期
に
は
３
段
階
あ
り
、

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
の
は
始
め
の
１
段
階
の
み

で
す
。

１
段
階
目
と
は
＝
食
塊
が
口

か
ら
の
ど
（
咽
頭
）
へ
送
り

こ
ま
れ
る
過
程
を
さ
し
ま
す
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
“
飲

み
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
”
は
誰

の
合
図
で
も
な
く
“
本
人
”

次
第
が
一
番
で
す
！

嚥
下
障
害
が
あ
る
方
や
認
知

症
が
あ
る
方
に
は
、
必
ず
当

て
は
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
…
。

例
え
ば
、
１
日
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
５
０
０k

c
a
l

位
＋
水
分
量

１
３
０
０m

l

位
だ
と
し
た
ら

〜１
日
の
嚥
下
回
数

：

６
０

０
回
位

１
回
の
嚥
下
時
間

：

０
．

５
〜
１
．
０
秒
位

と
、
い
わ
れ
て
い
ま
す
…
。

ご
高
齢
の
方
、
も
ち
ろ
ん
食

事
介
助
で
は
「
ゆ
っ
く
り
＆

少
し
づ
つ
」
が
何
よ
り
大
切

な
ん
で
す
ね
。

飲
み
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
焦

ら
せ
た
り
、
飲
み
込
む
時
に

会
話
の
返
事
を
求
め
る
の
も

要
注
意
！

で
も
、
介
護
を
な
さ
っ
て
い

る
方
々
に
は
コ
ン
ナ
こ
と
お

伝
え
し
た
く
な
い
…
気
持
ち

で
実
は
一
杯
で
す
。

食
事
介
助
”
だ
け
で
な
く
、

食
後
の
口
腔
ケ
ア
も
あ
り
一

日
中
が
“
介
助
”
の
連
鎖
〜

私
も
同
様
で
し
た
か
ら
…
。

私
の
体
験
か
ら
で
す
が
〜
介

護
の
手
抜
き
術
も
追
々
お
話

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
食
介
（
食
事
介
助
）

が
楽
に
な
る
“
咀
嚼
＆
嚥
下
”

に
合
っ
た
調
理
法
は
、
次
の

『
ゆ
ず
り
葉
』
に
て
…
。

介
護
食
っ
て
…
？

私
は
４
世
代
の
中
で
育
っ
た

た
め
〜
幼
い
頃
か
ら
高
齢
者

の
体
調
変
化
を
身
近
に
接
し

て
き
ま
し
た
…
。

夜
食
ま
で
元
気
だ
っ
た
祖
父

は
、
本
当
に
嘘
の
よ
う
に
ア
ッ

と
い
う
間
の
出
来
事
で
し
た
。

相
反
す
る
よ
う
に
祖
母
は
、

脳
梗
塞
の
後
遺
症
か
ら
２
０

年
近
く
寝
た
き
り
の
日
々
で

し
た
。
私
が
２
０
代
の
時
に

他
界
し
た
父
は
、
Ｃ
型
肝
炎

の
感
染
か
ら
１
０
年
後
肝
癌

へ
の
移
行
で
し
た
。

そ
し
て
母
は
１
２
年
間
の
認

知
症
の
中
、
大
手
術
も
乗
り

越
え
た
の
で
す
が
…
。
考
え

れ
ば
、
家
族
が
多
か
っ
た
の

で
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
！介

護
食
と
の
お
付
き
合
い

が
あ
る
日
突
然
必
要
に
な
る

こ
と
も
、
徐
々
に
高
齢
者
向

け
の
食
か
ら
始
ま
る
場
合
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

発
症
し
た
病
気
や
後
遺
症
な

ど
、
個
々
で
介
護
食
は
状
態

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
後
者
の
よ
う
に

少
し
づ
つ
体
調
に
合
わ
せ
た

介
護
食
の
お
話
に
つ
い
て
お

伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
は
高
齢
者
に
は
、
又

は
介
護
食
と
は
“
細
か
く
刻

ん
だ
り
ペ
ー
ス
ト
状
”
の
食

事
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
時
期
に
は

最
適
な
形
状
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

私
達
の
舌
も
筋
肉
み
た
い
に

使
っ
て
い
な
い
と
滑
舌
が
悪

く
な
り
唾
液
量
も
減
少
し
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

加
齢
に
伴
い
噛
む
力
と
と
も

に
、
口
腔
内
で
は
様
々
ま
こ

と
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
食
材
を
余
り
細

か
く
し
て
し
ま
う
と
〜
か
え
っ

て
“
食
塊
”
を
作
り
ず
ら
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
塊
”
と
は
、
飲
み
込
み
易

く
す
る
た
め
の
形
を
舌
や
唾

液
に
よ
り
作
る
食
の
塊
の
こ

と
を
さ
し
ま
す
。

噛
む
力
が
あ
る
場
合
は
、
む

し
ろ
細
か
く
せ
ず
に
一
口
大

に
カ
ッ
ト
し
軟
ら
か
く
煮
る

方
が
↓

食
塊
を
形
成
し
や
す
く
飲
み

込
み
易
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
噛
む
こ
と
は
＝
食
べ

て
い
る
も
の
を
味
わ
え
る
・

脳
へ
の
刺
激
に
通
じ
る
・
唾

液
量
が
増
え
ま
す
。

唾
液
量
が
増
加
す
る
と
↓
食

べ
も
の
を
飲
み
込
み
易
く
な

り
・
消
化
吸
収
力
ア
ッ
プ
・

口
腔
内
ケ
ア
へ
と
繋
が
り
ま

す
。

唾
液
の
成
分
に
は
、
薬
の
抗

生
物
質
と
同
じ
成
分
が
存
在

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

の
で
す
か
ら
…
。

手
を
か
け
刻
む
よ
り
も
〜
時

間
を
か
け
て
軟
ら
か
く
す
る

コ
ト
が
、
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
な
る
こ
と
も
！

申
し
訳
な
い
言
い
方
で
す
が
、

過
保
護
は
も
う
少
し
後
に
と
っ

て
お
い
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
日
の
体
調

や
ご
本
人
の
症
状
に
よ
り
〜

こ
の
方
法
が
最
良
で
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
も
あ
り
ま

せ
ん
…

前
回
お
伝
え
し
た
よ
う
に
〜

高
齢
に
な
る
と
早
い
テ
ン
ポ

で
食
事
を
す
る
の
が
時
に
難

し
く
な
り
ま
す
。
今
、
親
と

同
居
な
さ
っ
て
い
る
方
は
、

き
っ
と
、
う
ち
は
未
だ
介
護

ま
で
で
は
な
い
！
と
感
じ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。

で
も
、
早
く
か
ら
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
お
く
こ
と
は
得
策
で

す
〜
例
え
ば
、
今
お
元
気
で

も
体
調
を
崩
し
た
だ
け
で
も

当
て
は
ま
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
介
護
を
な
さ
っ

て
い
る
方
に
は
、
今
更
と
感

じ
る
話
で
も
何
か
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
…
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
〜
少
し
だ
け
定
義

（
？
）
に
つ
い
て

介
護
と
は
：
自
分
の
努
力
に

よ
っ
て
“
日
常
生
活
動
作
”

が
行
え
な
い
場
合
に
手
伝
う

こ
と
で
あ
り
、

そ
の
人
の
生
活
を
健
康
的
で

快
適
か
つ
安
全
に
す
る
こ
と

目
的
は
：
そ
の
人
の
“
自
立

と
生
活
の
質
”
の
向
上
ま
た

は
維
持
方
法
は
：
“
手
”
に

よ
る
介
助
・
“
口
”
に
よ
る

言
葉
が
け
・
“
目
”
に
よ
る

見
守
り
等
々
日
常
生
活
動
作
”

の
中
と
は
〜
自
分
が
、
朝
起

き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
に
す

る
コ
ト
を
流
れ
に
添
っ
て
少

し
だ
け
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

１
日
の
流
れ
の
中
で
、
た
ぶ

ん
“
食
事
”
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
よ
ね
！

大
切
な
事
と
は
解
っ
て
い
て

も
…
“
食
事
”
の
支
度
ば
か

り
に
時
間
を
さ
け
な
い
の
が

実
際
で
す
…
。
私
の
体
験
上

か
ら
で
す
が
、
支
度
は
な
る

べ
く
手
軽
に
す
ま
せ
、
さ
さ

や
か
な
献
立
で
あ
っ
て
も
イ

イ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
、
ゆ
っ
く
り
＆
な
ご

や
か
に
食
事
が
で
き
る
方
が

“
互
い
に
と
っ
て
”
好
結
果

に
繋
が
り
ま
し
た
。
当
た
り

前
の
よ
う
で
す
が
…
こ
こ
に

至
る
に
も
実
は
何
年
か
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
黒
江
真
帆
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事
務
局
だ
よ
り

①
次
回
例
会
は
有
宵
会
並
び

に
定
期
総
会

日
時

七
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
一
時
十
五
分
開
始

場
所
『
勤
労
福
祉
会
館
プ
ル

ミ
エ
」
（
終
了
後
懇
親
会
を

予
定
）

②
講
演

福
田
有
宵
先
生

『
易
学
の
真
髄
』

人
は
明
日
の
様
子
や
変
化

が
判
れ
ば
、
転
ば
ぬ
先
の

杖
と
な
り
事
前
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

易
の
効
用
を
知
り
実
生
活

に
生
か
す
心
構
え
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

③
有
宵
会
の
旅
行

秋
気
冴
え
る
十
一
月
頃
陸

奥
の
古
社
寺
巡
方
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他

日
本
占
術
協
会
総
会

日
時

六
月
九
日
（
日
）

午
後
二
時
よ
り

場
所

九
段
下
「
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
」

三
月
の
有
宵
会
に
は
五
十

四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

事
務
局
長



Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信

四
月
六
日
（
土
）
「
飛
騨

の
円
空
展
」
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
十
六
名

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

福
田
先
生
・
伊
東
直
子
・
伊

藤
璃
香
・
岩
崎
紀
子
・

今
平
晃
夫
・
佐
藤
宗
昡
・
高

田
玲
照
・
千
葉
一
理

手
塚
唯
次
・
長
澤
光
裕
・
濱

野
延
珠
・
藤
岡
桂
子
・
淵
上

禮
子
・
紫
百
希
・
八
川
林
加
・

山
下
千
津
子
。

左
記
の
方
々
か
ら
寄
付
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望
一
名
・
大
澤
瑤

扇
・
八
川
林
加
・
龍
妹
・

半
田
晴
詠

事
務
局
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